
（別紙３）

～ ２０２６年　３月　３１日

（対象者数） 14 （回答者数） 14

～ ２０２６年　３月　３１日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

スタッフのスキルの向上。各スタッフの得意分野
の知識の共有や研修を行う。外部の研修に参加、
共有。

2

様々な遊びや運動を提案する。

3

児発は基本動作の習得。放デイは専門的なスポー
ツのルールや技術を身につけるレクリエーション
活動。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

パーテーションを利用して個室に近い空間を作
る。

2

危険個所についてはDIYで危険が発生しないように
工夫している。

3

スタッフに車両準備担当を作り、遠い駐車場まで
車を取りに行き送迎準備を行う。

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　ぶるーむ7丁目

○保護者評価実施期間 ２０２５年　３月　１日

○保護者評価有効回答数

２０２５年　３月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 ２０２５年　３月　２６日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

駐車場が遠い 駅が近い事業所の為駐車場が少ない。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

個室がない。 事業所の個室を準備するスペースがない。

バリアフリーが少ない。 バリアフリーにする費用が用意できない。

5年以上の保育経験者や言語聴覚士、運動指導ス
タッフが在籍している為、多様な活動と療育が行え
る。

運動だけではなく、言語トレーニングのレクリエー
ションや指先トレーニング、創造性を育む製作のレ
クリエーション、個別活動の充実。

児童発達支援と放課後等デイサービスの児童が一緒
に活動を行うことで、人間関係の構築やコミュニ
ケーション能力の向上が期待できる。

児発と放デイでレクリエーション活動をする。自由
遊びの時間で遊びを共有できる。

身体を動かす活動が毎日ある為、運動機能の向上や
体力作り、ソーシャルスキルトレーニングが容易に
できる。

運動を通して、ソーシャルスキルトレーニングを行
うとともに運動技術の向上。

事業所における自己評価総括表公表


